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プロダクト概要
LeadLeastはプロダクトデザインを学習しながら実践できるWeb
サービスです。このサービスは、リーンキャンバス、エレベー
ターピッチといったプロダクトデザインの各ステップをブラウザ
上で学びながら作成することができます。また、リンクを共有す
るだけで簡単にアイデアを共有することができます。

プロダクト紹介

プロセス紹介 PBL学習を通じた学び

Step1.リーンキャンバス

ここではリーンキャンバスの作成に取り組むことができ、
各項目にあるtipsで更に細かく学ぶことができます。

Step4.プロダクトバックログStep3.ユーザーストーリーマップ

ここではユーザーストーリーマップの作成に取り組むこ
とができ、各カードに一つずつアイデアを書き込むこと
ができます。

ここではプロダクトバックログの作成に取り組むこと
ができます。

1スプリントの流れ
・デモ会(月曜：先生とのデモ会, 火曜：全体デモ会)
・コアタイム(月曜, 火曜, 土曜日)

開発手法
・アジャイル＋スクラム開発
・モブプログラミング＆ペアプログラミング

使用言語(フレームワーク)
・フロントエンド：React.js
・バックエンド：Ruby on Rails

使用したツール
・デプロイ先：Heroku
・タスク管理：Trello
・バージョン管理：Git, Gitクライアント

・仮想化ツール：Docker
・連絡ツール：Slack

大変だったこと
・みんな忙しかったため時間をあまりかけられな
かった
・技術的に追いつくのに時間がかかった
・コミュニケーションを取るのが大変だった
・分割できないプロダクトバックログがあり, 進
捗を作るのが難しかった
得たこと
・Herokuへのデプロイ技術
・Gitの使い方（コンフリクトの直し方等）
・Web言語の基礎知識
・Ruby on Railsの基礎

各ステップのガイド

各ページではプロダクトデザインにおけるステップごと
の意味、取り組み方を学ぶことができます。また、ス
テップごとに記述の具体例が示されており、それを参考
にしながら取り組むことができます。

Step2.エレベーターピッチ

ここではテンプレートに従ってエレベーターピッチの
作成に取り組むことができます。


